
みんなで

お祝いし
ました！

th

川崎
医療福祉大学

ANNIVERSARY

同窓会

ホームカミングデイ開催!
詳しくはこちらから 

第18回 

学園祭と同時開催です！

28
2 0 2 5

川崎医療福祉大学同窓会 会報 カワサキ マグ

同
窓
会
創
立
30
周
年
記
念
式
典
レ
ポ
ー
ト

特
集

10月18日(土) 19日(日) 会場：川崎医療福祉大学 厚生棟 3階レストラン10:00～15:00 10:00～14:00
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　2025年度5月の理事会にてご承認をいただき、このたび川崎

医療福祉大学同窓会会長に就任いたしました、臨床栄養学科4

期生の河邉聡子です。微力ではございますが、同窓生の皆様と

力を合わせ、同窓会の発展に努めてまいります。どうぞよろしくお

願い申し上げます。

　現在、川崎医療福祉大学同窓会は、25,737人の同窓生を

擁し、実行委員22名、理事19名（主に学科支部および地方支

部の支部長）を中心に活動を行っています。運営は年に数回の

対面会議やオンライン打ち合わせを通じて行われており、主な活

動として、ホームカミングディの開催、年1回の会報発行、母校の

オープンキャンパス支援、支部ごとの同窓生の集まりの実施など

があります。

　会員の皆様は本務や子育て等でご多忙な中、それぞれの立

場でできる範囲の役割を担いながら、同窓会活動を支えてくだ

さっています。このような温かいつながりと協力のもと、同窓会は

昨年度30周年を迎え、2025年2月には30周年記念行事を開

催することができました。多くの同窓生のご参加とご支援を賜り、

心より感謝申し上げます。

　今後も、世代を超えてつながりあえる場づくりを大切にしなが

ら、母校との絆を深め、同窓生の皆様にとって有意義な活動とな

るよう努めてまいります。引き続き、ご支援とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

会長　河邉 聡子
川崎医療福祉大学同窓会

臨床栄養学科4期卒

実行委員

役員一覧

秋山　直斗

石田　弘

井上　唯

樫村　菜穂

亀石　有加

河邉　聡子

木曾　風花

木村　義孝

熊田　倫子

坂本　圭

島井　良重

滝澤　宏和

中谷　泰久

西田　洋子

樋上　泰己

福井　洋一郎

藤原　篤之

船越　亮太

矢尾　大輝

矢島　大樹

山田　葵

吉武　亜紀

医療福祉21期

リハビリテーション1期

臨床検査3期

医療情報11期

理学療法1期

臨床栄養4期

子ども医療福祉2期

医療情報3期

医療秘書7期

医療福祉3期

医療情報11期

医療情報16期

医療福祉経営1期

保健看護1期

保健看護20期

医療福祉マネジメント2期

感覚矯正10期

医療福祉デザイン７期

診療放射線技術1期

健康体育10期

作業療法1期

臨床心理8期

藤田　曜生

西村　一樹

山形　高司

仲井　達哉

今出　大輔

桒田　あみ

中桐　亜紀

野崎　優奈

清水　優

川上　紀子

宮﨑　彰子

片山　智哉

清水　美希

四元　晴輝

青山　賢吾

平田　智子

森脇　亮太

松岡　真希子

湯浅　加奈子

中村　俊介

医療福祉1期

健康体育9期

健康体育10期

医療福祉11期

臨床心理10期

子ども医療福祉4期

保健看護修士16期

理学療法1期

作業療法1期

感覚矯正1期

感覚矯正1期

診療放射線技術1期

臨床検査3期

臨床栄養21期

健康体育1期

医療福祉マネジメント1期

医療福祉経営2期

医療情報10期

医療秘書1期

医療福祉デザイン5期

九州支部

広島県支部

関東支部

医療福祉学科支部

臨床心理学科支部

子ども医療福祉学科支部

保健看護学科支部

理学療法学科支部

作業療法学科支部

感覚矯正学科支部

感覚矯正学科支部

診療放射線技術学科支部

臨床検査学科支部

臨床栄養学科支部

健康体育学科支部

医療福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科支部

医療福祉経営学科支部

医療情報学科支部

医療秘書学科支部

医療福祉デザイン学科支部

理事 監査

矢納　陽

難波　英昭

学生部長

学生課長

顧問

重田　崇之 医療情報8期

会長就任の
ごあいさつ
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同窓会は2024年度に創立30周年を迎え、2025年2月22日に母校川崎医療福祉大学の講義棟2601教室
で川崎医療福祉大学同窓会創立30周年記念式典および記念シンポジウムを開催しました。

川崎医療福祉大学同窓会

創立30周年記念イベント
開催しました

　天候にも恵まれたこのよき日に、川崎医療福祉大学 学長 椿原彰夫先生、な
らびに川崎学園 理事長 川﨑誠治先生を来賓としてお迎えし、創立30周年記
念イベントが盛大に開催されました。
　開会にあたり、同窓会長 重田崇之より挨拶がありました。創立30周年を迎
えられたことへの感謝の意を述べるとともに、20周年以降の活動を振り返りま
した。その中で、一時期はコロナ禍の影響により、従来のように同窓生が直接
集まる活動が難しかったことにも触れました。しかし、多くの方々の支えによっ
て活動を継続できたこと、また新しい形での取り組みを模索できたことに対し、
大学関係者をはじめ同窓会員への深い感謝が表されました。
　続いて、来賓を代表して椿原彰夫学長よりご挨拶を頂きました。身近な同級
生同士の集まりを充実させることが、やがて同窓会全体を盛り上げることにつ
ながるとのお話があり、今後の同窓会のさらなる発展に向けた温かい激励の
お言葉をいただきました。

20周年以降、激動の10年を振り返り、
このさきの更なる同窓会発展の未来へ
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第1部 創立30周年記念式典

記念式典会場の様子 コーヒーブレイクでの一幕

開会のあいさつをする
同窓会長 重田崇之

来賓代表あいさつ
椿原彰夫学長

式典の中では、30周年記念事業
のプレゼント企画当選者の発表
やキャラクターのネーミング募集
の結果発表や会報クイズ企画の
優秀者の発表がありました。

プレゼント企画等の結果発表も！

キャラクターの名前は
「ケー君」に決定しました！

１等 旅行券10万円分
　医療情報11期　樫村菜穂様

２等 千屋牛焼肉セット２万円分
　医療秘書16期　山本智恵様
　感覚矯正28期　小山柚菜様

優秀賞　Amazonギフト券5000円分
　医療福祉19期　有森友亮様
　医療福祉デザイン19期　久世佳奈様　

優秀賞　Amazonギフト券5000円分
　最高正答率26問正解
　臨床検査2期　寒竹早耶香様　

■ 豪華プレゼント企画当選者（応募総数166人） ■ キャラクター名称募集部門 ■ 「30QUESTIONS」クイズ部門
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「持続可能な医療福祉におけ る未来への展望」

　少子化に伴う人手不足などで、医療・福祉の持
続可能性に対する不安が生じている。医療・介護
ニーズの変化や、インフレに伴うコスト増で、病院や
介護事業所の経営状況も悪化している。こうした中
で2040年に向けて、どのように明るい展望を切り
開くか。第一に、医療や介護を、経済成長の足かせ
ではなく、成長を支える基盤として、とらえなおす。第

二に、個々の病院や介護事業所の生産性を高める
とともに、統合・再編などで「地域の生産性」を高め
ていく。第三に、地域ごとに実情に見合った将来ビ
ジョンを形作る必要がある。分断が進んで、ぎすぎ
すした社会になるのに歯止めをかけ、どうすれば
「住みよい・楽しい社会」にすることができるのか、
みんなで知恵を寄せ合って考えていこう。

浜田淳氏(川崎医療福祉大学 医療福祉マネジメント学部 医療福祉経営学科)

医療福祉の
「持続可能な未来」への展望

どうすれば
「住みよい・楽しい社会」に
できるのか、知恵を集めて

考えよう！

AIに負けない
人間力を大切に!

第2部 記念シンポジウム

　AIの進化は目覚ましく、私たちの生活に深く根
付いています。一方で、AIに代替される職業や働き
方改革の影響により、業務の効率化や簡素化が
進む中、医療現場では「効率性」や「利便性」を追
求することで、見落としてはならない大切なものが
あるかもしれません。例えば、削減された業務の中
には、人と人との心をつなぐ役割を持つものが含

まれていることもあります。医療情報の発展と福祉
の未来を考えるうえでも、業務の本質的な意味に
目を向け、現場で働く人々の声に耳を傾ける姿勢
が、私たちがAIに代替されない存在意義なのでは
ないでしょうか。

中田悠太氏(医療情報学科13期卒  岡山市立市民病院)

医療情報の発展と
持続可能な福祉の未来
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「持続可能な医療福祉におけ る未来への展望」

医療福祉人材が
地域を創る

評価基準って
難しいよ、、、

これからの医療福祉はどう変わっていくのでしょうか。持続可能な未
来に向けて、各分野の専門家の皆様からご提言をいただきました。

　本シンポジウムでは、福祉(介護)サービスにおける内部監
査の役割とは何かについて報告しました。具体的には、シンポ
ジストは全国で約80ある介護施設・事業所の品質管理の責
任者として、当社の品質向上として力を入れている食事・接
遇・アクティビティを紹介したうえで、それら品質を維持・向上さ
せるために近年取り組んでいる内部監査基準の構築とその仕
組み作り、工夫について情報提供しました。福祉(介護)施設

は、運営基準を満たして初めて存在することから、その最低基
準を満たしているか確認することはもちろんのこと、福祉(介護
)職員は利用者からの感謝の気持ちやその表情などを働きが
いとして捉え日々支援していることから、単に結果だけでは評
価できないその支援・サービスの提供過程をも含めた評価の
必要性、「福祉サービス第三者評価」に基づく、「より優れた部
分」を評価する視点を取り入れることの重要性を示しました。

坂本圭氏(医療福祉学科3期卒  株式会社エクセレントケアシステム)

持続可能な福祉（介護）サービスを
提供するための内部監査の役割

　2040年問題に係る人口動向によって、医療福祉現
場は人材採用率・離職率の悪化に直面し、対人援助
の科学化や機械化、効率化、外国人採用等によって、
サービス提供を維持する戦略へと舵を切り始めている。
　多様な時代背景の中、医療福祉現場で利用者と向
き合っている人材が自分たちの成長を期待し、職務継
続をしていくためには、①理念の浸透、②スーパービジ

ョン体制、③ソーシャルワーク視点による組織マネジメ
ントが重要だと考える。
　その体制作りによって、人材一人ひとりが経営、地
域づくりに参画し、医療福祉現場から新たな資源開
発に繋げる運営を行っていく必要があり、医療福祉経
営は施設づくりから街づくりへと進化していかなけれ
ばならない。

松岡康弘氏(医療福祉学科3期卒  社会福祉法人 四ツ葉会)

医療福祉現場の進化
～未来の地域を創るために～
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動き
各支部の活動を報告します！

同窓会支部の

　感覚矯正（言語聴覚療法・視能療法）学科支部会、再開しました。
　感覚矯正学科支部に言語聴覚療法学科と視能療法学科の卒業生を迎え、
9月に九州で同窓会を開催しました。参加者は6名と少なかったですが、少ない
からこそ濃い話で盛り上がりました！今年度、視能療法学科では10月に岡先生
を大会長とした学会が開催されるため、そちらに併せての同窓会を開催予定で
す。一方、言語聴覚療法学科では長年言語聴覚士の育成にご尽力いただき、
2024年3月に退官された辻先生をお迎えしての同窓会を9月末に企画しており
ます。是非ともご参加いただければと思います！
　お問い合わせは視能療法学科の山下（副支部長）、言語聴覚療法学科の川
上（支部長）まで！現在の各学科の様子はインスタグラムをご覧ください！

感覚矯正1期生　川上 紀子

感覚矯正学科支部

　デザ科同窓会支部では、一昨年から短大デザイン科同窓会と合同で『ミニ
同窓会』を開催しています。今年も10月18日（土）に開催が決定いたしました！
当日は学園祭とオープンキャンパスも開かれていますので、ぜひお気軽に遊び
にいらしてください。お待ちしております！
　また、デザ科同窓会支部では、LINE公式アカウントを開設しています。卒業制
作展など展覧会の情報や同窓会のご案内をしていますので、同窓生でまだご登
録されていない方はこの機会にご登録いただけましたら嬉しいです。デザ科から
“デザ家（か）”へ。一つのファミリーのようにこれからもぜひ繋がっていきましょう。

医療福祉デザイン5期生　中村 俊介

医療福祉デザイン学科支部

　医療福祉マネジメント学科卒業生のみなさま、こんにちは。みなさまにおかれま
しては、医療・福祉・マネジメント等の各分野でご活躍のことと思います。医療福
祉マネジメント学科新設の2000年から早いもので四半世紀が過ぎました。日々、
医療・福祉・マネジメントの現場は多くの変化を経験されていることと思います。
　さて、本支部設立の目的として、医療福祉マネジメント学科卒業生の間で親
睦を深め、情報交換を行うことがあります。これまで、医療福祉経営学科や医療
秘書学科と共催で、卒業生のための公開セミナーおよび懇親会を開催してきま
した。皆さんが日頃抱えている課題や問題点を解決する場として、今後もセミ
ナーを開催したいと考えております。今後も、同窓生が集まれる機会を作りたい
と考えておりますので、下記までご意見、ご要望等を伺えたらと思います。
　医療福祉マネジメント学科支部長：平田智子(hirata-t@mw.kawasa-
ki-m.ac.jp)　　　　　　　　　　  医療福祉マネジメント1期生　平田 智子

医療福祉マネジメント学科支部
　医療情報学科卒業のみなさま、お元気でしょうか。
　医療情報学科はこれまで1700名を超える卒業生を送り出し、1期生の先輩
方をはじめ医療情報・福祉・教育・システム関連など多岐にわたる分野でご活
躍されており、大変嬉しく、心強く感じています。
　2025年4月から、「医療情報学科」は「医療データサイエンス学科」へと名称
変更され、新たなスタートを切りました。
　長年親しんだ名称が変わることには寂しさも感じますが、これからの社会に
おいて新たな役割を担うための意義深い変化と受け止めています。
　これまでと同様、同窓生のつながりを大切にしていきたいと思っています。
　同窓会の開催時には、ご案内のお葉書が自宅に届きますので、お気軽にご参
加ください。大学講座や他の研修会、同窓会などでもお会いできる事を楽しみに
しています。　　　　　　　　　　　　　 　医療情報10期生　松岡 真希子

医療情報学科支部

　再び支部長を務めることとなりました。どうぞよろしくお願いいたします。
　今年度は、オープンキャンパス支援として「卒業生と話そう！交流カフェ」を7月
20日に開催しました。病院で管理栄養士として活躍されている同窓生2名をお
招きし、学生時代の体験や現在の業務、就職活動のエピソードなどを通して、高
校生や保護者に学科の魅力を伝えていただきました。また、別の同窓生から
は、勤務先の福祉施設で利用者の方と作ったお菓子をご提供いただき、高校
生と一緒に味わう機会もありました。8月には、病院や健康増進施設で活躍され
ている同窓生にもご協力いただく予定です。
　同窓会についても、恩師との再会や卒業生同士の交流の場として開催のご
相談があれば、支部としてできるかぎりお手伝いできればと考えています。気軽
な集まりからでも構いませんので、お声かけいただければ幸いです。

臨床栄養21期生　四元 晴輝

臨床栄養学科支部
　医療福祉学科同窓生の皆さま、こんにちは。今年度より医療福祉学科支部の
支部長を拝命しました、11期生の仲井達哉と申します。どうぞよろしくお願いい
たします。医療福祉学科支部では、同窓生の皆さまのご協力を得ながら、医療
福祉学科との共催による「卒業生による進路・就職相談会」を毎年開催し、医
療福祉専門職を目指す在学生のキャリア形成や具体的な就職相談に応じる活
動を継続しています。今年度も7月19日に開催し、約40名の同窓生が大学に集
いました。この活動は、未来の医療福祉専門職である在学生を応援する活動で
ありながら、多様な年代の同窓生が集い合い交流する機会にもなっています。こ
うした活動を通じて、同窓生のネットワークがさらに広がっていくことを願ってい
ます。今後も、支部活動の活性化を図る企画を検討していきます。ぜひご参加とご
協力をよろしくお願いいたします。医療福祉学科支部Facebookでも適宜情報発
信しています。　　　　　　　　　　　　　　 医療福祉11期生　仲井 達哉

医療福祉学科支部

LINE公式アカウント
言語聴覚療法学科視能療法学科



| 同窓会支部の動き | 07

　九州支部の藤田です。多くの学科卒業生が、九州に戻ったり新天地として働
かれたりしていると思いますが、最近は社会情勢に左右され、何も開催出来な
い状況です。今後の支部活動において、是非ご協力頂ける方は、下記のアドレ
スか、九州支部のFacebookへ連絡下さい（川崎医療福祉大学同窓会　九州
支部）afujita0614@gmail.com　　　　　　　 医療福祉1期生　藤田 曜生

九州支部

　広島県支部は学科横断の地域支部同窓会です。情報交流会などを積極的に行いな
がら、同窓会全体、川崎医療福祉大学を盛り上げています。広島県全域を対象にした
支部会を年1回(1月下旬)開催しております。毎回、恩師をスペシャルゲストとして招待し
ております。お子様連れでもご参加できるような会を目指しています。現在広島に住んで
いなくても、実家が広島県や広島に旅行するついでに広島県支部会に参加したい同窓
生など、同窓生であれば誰でも参加可能な会です。みなさま、お誘い合わせの上奮って
ご参加ください。支部会の詳細については11月頃に郵送あるいは同窓会のホームペー
ジで案内致します。酒どころ西条の日本酒、牡蠣、広島菜、レモンなど広島は食の宝庫
です。もみじ饅頭などお土産物も豊富です。　　　　   健康体育9期生　西村 一樹

広島県支部

　保健看護学科をご卒業のみなさま、いかがお過ごしでしょうか。平素から同
窓会 保健看護学科支部活動へのご理解・ご協力を賜り、ありがとうございます。 
　最近の保健看護学科の動向と言えば・・・
①保健看護学科設立30周年、同窓会保健看護学科支部設立10周年を迎えま
　した。昨年度は式典を行い、気持ちも新たに再出発いたしました。
②保健看護学科のユニフォームが変わり、初めて実習へ行きました。新たなユニ
　フォームとなり、基礎看護学実習Ⅰで初めて病棟実習を行いました。スタッフ
　さんより「カッコいい！」「新鮮ですね」などのお声をいただきました。
　なお、保健看護学科支部のInstagram は不定期更新ではございますが、最
近の状況や活動報告などをゆるく配信しております。また、今後のキャリアアップ
をお考えの方も遠慮なくご連絡ください。（連絡はInstagramのDMまで）今後も
保健看護学科支部の活動をお支え頂けますようお願いいたします。

保健看護修士16期生　中桐 亜紀

保健看護学科支部

　同窓生の皆さま、いかがお過ごしでしょうか。関東支部の山形です。関東支部
は地域支部で、多くの学科支部とは異なり、大学時代には全く交流の無かった
他学科や異なる世代の同窓生とも繋がる場となっています。不思議なことに、
“中庄”というキーワードは簡単に同窓生同士を繋ぎ、毎回一つになれます。ここ
数年、なかなか支部会を開催できておりませんでしたが、2025年度より新たに
副支部長が加わり、久々の関東支部会開催に向けて準備を進めています。関東
で生活する同窓生は現在450名以上、これからも学科や学年を越えた新しい
繋がりを生み出していきたいと思います。関東で“中庄”を感じられる瞬間をどう
ぞお楽しみに。　　　　　　　　　　　　　   健康体育10期生　山形 高司

関東支部

　卒業生の皆様、いかがお過ごしでしょうか。我々臨床検査学科支部は、設立から
5年ほどになりますが、臨床検査学科で共に学んだ卒業生、先生方をはじめとする
たくさんの方々の支えがあり、今日まで活動することができました。今後も皆様のご
協力をいただきながら、様々な活動を展開していきたいと考えております。至らない
点も多々あると存じますが、どうぞよろしくお願いいたします。
　昨年度の主な活動内容は、卒業生が在校生に向けて、就職活動についての講演
や国家試験対策講義を行いました。このような活動を続けていくことで、在学生の国
家試験や就職活動を様 な々形で支援することができればと考えております。
　卒業生の皆様におかれましては、公私ともにお忙しい日々をお過ごしのことと存じ
ますが、是非ともこれからの同窓会活動にご参加いただけましたら幸いです。各方面
での皆様のご活躍をお祈りしております。　　　　 臨床検査学科3期生　清水 美希

臨床検査学科支部

　医療秘書学科卒業生の皆さま、いかがお過ごしでいらっしゃいますでしょうか。
　医療秘書学科支部は、卒業生間が情報交換・親睦を深めることのできる場
や、 現在の医療秘書学科の情報などを発信する場として設立しました。近年の
活動 は、医療秘書学科オリジナルホームページ等の中で卒業生へ向けた情報
発信、 福祉大学のオープンキャンパスの学科説明で卒業生サポーターとして携
わって います。また現在、医療秘書学科では、医療現場で働いている人で、より
ハイレ ベルな専門性を修得したいと考えている方を対象に、働きながら学べる
機会を 提供しています。卒業生にも学びなおしの機会にもなりますので、興味の
ある方 は是非ご利用ください。　　　　　　  医療秘書1期生　湯浅 加奈子

医療秘書学科支部

　このたび、臨床心理学科支部に2人目の副支部長が誕生しま
した。今号では、新副支部長からのメッセージをお届けします。
　同窓生の皆さま、こんにちは。2025年度より副支部長を仰せつかりました門田昌子
（8期生）です。現在は、臨床心理学科において、親子相互交流療法（PCIT）の研究と
実践を行っています。PCITは、親子の相互交流の質の向上を目指して、ライブコーチン
グというユニークな技法を使う心理療法です。大学院ではPCITセラピストの養成も始
め、親子支援について共に学び合っています。皆さまのご支援に支えられながら、さま
ざまな形でつながりを深められたら嬉しく思います。どうぞよろしくお願いいたします。
　【訃報】去る3月17日、長らく本学科の学科長を務められた金光 義弘先生がお亡
くなりになりました。ささやかながら、本学科ホームページに金光先生への想いをとり
まとめました。是非、ご覧ください。　　　　　　　  臨床心理10期生　今出 大輔

臨床心理学科支部

　健康体育学科卒業生のみなさん、暑いですね。元気にお過ごしか？
　そして『川崎医療福祉大学 健康体育学科 ブログ』・『健康体育学科 インスタグラ
ム』など、ご覧いただいていますか？現役大学生のキャンパスライフや卒業生の今な
どなど、動画も配信されています。チャンネル登録もよろしくお願いします。
　さて、ビックイベント開催のお知らせ（以下）が届いております。どうぞ、今のうちか
ら予定に入れておいてください。
　～健康体育学科からのご案内～ 昨年の学科大同窓会に続き、第3弾、健康体育
学科大同窓会「新プロジェクトA」を来年（2026年）は2月21日（土）に本学で開催する
ことが決定しました。今年度を最後に小野寺昇先生と米谷正造先生がご退職となりま
す（残念！ですが…）。当日は、お二人の最終講義を皆さんとともに拝聴したいと思いま
す。そして、昨年同様、いや昨年以上に、講義の後はみんなで大いに盛り上がりたいと思
います。涙あり、笑いあり、想い出話あり、そして現状・未来を語らう有意義な時間にしま
しょう。詳細は、前回同様、随時各卒業期のメッセンジャーから連絡網（LINE）でお知ら
せします。今から予定を空けておいてくださいね。すべての健体卒業生を歓迎します。　
　新プロジェクトA組織委員会 ◯健康体育学科 学科長（8期生）：脇本敏裕 ◯健
康体育学科 副学科長：中川麻衣子 ◯健康体育学科（小野寺＆米谷を気持ちよく
送り出したい係） 矢野博已　他 学科教員一同　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　健康体育1期生　青山 賢吾

健康体育学科支部

ブログ

ホームページ

Instagram



08 | HOT TOPICS |

HOT TOPICS
2025  卒業生お役立ち情報

【2025年4月、学科名称変更のお知らせ】
医療情報学科は、1991年の設立以来、いち早く医療分野の情報化を見据えて教
育・研究に取り組んできました。そして今、医療ビッグデータやAI技術の発展に対応
すべく「医療データサイエンス学科」へと名称を変更しました。この名称変更は、単な
る呼び名の変更ではなく、今後の医療現場でより一層求められる情報活用力や課
題解決力を育むための新たな一歩です。これからも、データを読み解き、活用できる
人材の育成に力を入れていきます。

医療情報学科

【Instagramで学科の「今」を発信中！】
卒業生の皆さまとのつながりを大切にしたいという思いから、
学科公式Instagramでは、最新のニュースやイベント情報、在
学生の活動の様子などをお届けしています。なつかしいキャン
パス風景や、学生たちの姿を通して、当時の思い出がよみがえ
ることもあるかもしれません。在学生・卒業生間の交流の場としても活用していきたい
と考えています。ぜひフォローして、進化を続ける学科の姿をご覧ください！

01
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【作業療法学科 公開セミナー開催のお知らせ】
作業療法学科では、学園祭にあわせて公開セミナー「Let’s Try！体験から学ぶ作業療
法の世界☆」を開催します。このセミナーでは、ロボット義手体験や手先の器用さ診断、
脳トレ、缶バッジ作りなど、子どもから大人まで楽しみながら作業療法の世界を体験でき
るイベントが盛りだくさんです。医療福祉に関心のある方はもちろん、「総合的な探究の
時間」のテーマを探している高校生にもぴったりの内容です。どなたでもご参加いただけ
ます！学園祭にお立ち寄りの際に、ご家族やご友人と一緒にお気軽にお越しください。
日時：2025年10月18日（土） 10:00～13:00（学園祭同時開催）
場所：川崎医療福祉大学 本館棟6階北　参加費：無料（申込不要・駐車場無料開放）

作業療法学科 02

【医療コミュニケーション学科誕生】
新しい時代のマネジメント総合職人材を育成するために、医療コミュニケーショ
ン学科を設立いたしました。4年間でマネジメント総合職に求められる知識とス
キルを身につけるために、本学科では次のような3つの教育方針を掲げてカリ
キュラムを組み立てております。「チーム医療」や「多職種連携」などのキーワード
が当たり前になる中で、その要となる、極めて大事な「医療コミュニケーション」を
専門にする学科はわが国初となるものです。
＜3つの教育方針＞
1.あらゆる患者理解に基づいた多職種連携を円滑に図るための協働力と他者
　理解力、コミュニケーション力に必要な知識・実践力を修得する。
2.医学・医療/経営・情報分野の知識を習得するとともに、マネジメント総合職に
　求められる種々の資格に必要な知識・技能を修得する。
3.論理的思考、概念化形成能力、問題・課題解決能力、文書作成能力、プレゼン
　テーション能力を習得する。

医療秘書学科 03

【同窓生にもためになる公開セミナー開催】
今年度は、スポーツ栄養の入門編として、高校生を対象にその保護者や運動部
の指導者向けに下記内容で開催します。栄養の面からしっかりサポートできる方
法をお伝えします。ぜひ、ご自身のブラッシュアップのためにもご参加ください。
日時：10月18日（土）10:30～11:30（学園祭と同時開催）
場所：後日学科Instagram、大学HPでお知らせします
テーマ：パフォーマンスを支える「食」のチカラ
～高校生のためのスポーツ栄養入門～
対象：高校生とその保護者、運動部の指導者
参加費：無料
連絡先：川崎医療福祉大学医療技術学部 臨床栄養学科(担当：中村博範)
TEL.086-462-1111（代表）内線：54045　E-mail：hironori@mw.kawasaki-m.ac.jp

臨床栄養学科 05

【第66回日本視能矯正学会のご案内】
学会のメインテーマは「これからの視能支援を考える」です。
視能矯正の対象は両眼視機能障害に限らず、すべての視能障害であり、そ
の領域は医療から福祉、保健、教育などへと広がりをみせています。この広
がりをさらに進展させるよう、社会の変遷とニーズに応じた視能矯正のあり
方を考え、幅広い領野で活躍する視能訓練士が視方向の共通性を図る学
会となれば幸いです。皆様のご参加をお待ちしています。
◆学  会  長：岡 真由美（川崎医療福祉大学）
◆名誉会長：三木 淳司（川崎医科大学）
◆事務局長：山下　 力（川崎医療福祉大学）
◆会　　期：2025年10月25日（土）・26日（日）
◆開催形式：現地開催・オンデマンド配信
◆会　　場：岡山芸術創造劇場ハレノワ
◆学会ホームページ：https://www.congre.co.jp/jaco2025/index.html
　　　　　　　　　または上のQRコードからアクセスください。
◆追加登録期間：2025年8月19日（火）～12月11日（木）

視能療法学科 04

【岡山心理学会第７３回大会を本学で開催します】
開催日：2025年１２月６日（土）午後　　会場：川崎医療福祉大学
大会準備委員長 谷原弘之　副委員長 水子学　事務局長  福岡欣治
例年、多くの大学院生や学部生が中心となって研究発表（ポスター形式）を
行っていますが、臨床現場で活躍している本学科卒業生も日頃の実践活動に
ついて発表しています。懐かしい出会いがあるかもしれませんので、プチ同窓
会のつもりで、ご友人やご家族も一緒にお気軽にご参加ください（研究発表も
大歓迎です）。学会員以外の方も臨時会員として当日参加可能です。詳細は
岡山心理学会サイト（http://oka-shinri.com）の「年次大会」ページから。

Instagramで楽しい学科の今を発信しています。
また、学科オリジナルHPではいろいろなテーマの教職
員コラムを掲載。今年6月下旬からは「心理学って役に
立つんじゃ！」をテーマに連載中。

7月オープンキャンパスでは、「こころの声に、しっかり耳
を傾ける。」（澤原先生）、「“勉強ができる人ってどんな
人？”教育心理学からの提言」（山根先生）の学科紹介
やミニ講義を行いました。心理学って役に立つんじゃ！

臨床心理学科 06

医療福祉学科

07

学会ホームページ

Instagram

ホームページ

医療福祉学科で小学校教員免許状が取得できるようになりました！2025年4月「初等・特別支援教育コース」が新設、「ソーシャルワークコース」との２
コース制になりました。医療福祉学科は、開学以来、多角的・包括的視点で他者を支援する専門職であるソーシャルワーカーや、高等学校（福祉）教諭、
特別支援学校教諭を養成してきました。新コースでは、子どもを取り巻く環境が多様化する時代の要請に応えられる教員を養成します。医療福祉学科が
長年教育の柱に据えてきた自閉症支援プログラム「TEACCHプログラム」により児童の学びを専門的に支援し、医療福祉に係わる幅広い知識を学ぶこ
とで児童の社会的ニーズへも対応します。また、５領域すべての特別支援学校教諭一種免許状を取得できるようになりました。実は教育学部以外で教
員養成課程設置が認められるのは大変珍しいことです。“医療福祉学科だからこそ”できる教員養成を目指し、新たな歴史を積み上げていきます。

Instagram



川崎医療福祉大学内同窓会事務局
〒701- 0193 岡山県倉敷市松島288　
TEL・FAX : 086-462-8541 【水・木 : 9時～15時またはメールでお問い合わせ下さい。】 
E-mail : dosokai@mw.kawasaki-m.ac.jp　URL : https://w.kawasaki-m.ac.jp/ds/

医療福祉学科では、新たに初等・特別支援教育コースを開設し、小学校教諭と特別支援学校教諭
(5領域)の免許取得が可能となりました。発達障害や特別な支援を必要とする児童・生徒が増加す
る中、すべての子どもが共に学べる教育環境づくりが急務とされています。本コースの特長は、「教育」
と「医療福祉」を融合した独自のカリキュラムにより、学校現場で求められる複眼的な視点を身に付け
ることで、子どもたちに真に寄り添える教員を養成することにあります。さらに、視覚・聴覚・知的・肢体
不自由・病弱のあらゆる障害に対応できる専門性も修得できます。こうした教員養成により、社会・教
育が抱える課題解決に挑み、すべての子どもが共生できる人間尊重の社会の実現を目指します。

K A W A S A K I M A G  I N F O R M A T I O N

HOMECOMING DAYHOMECOMING DAYHOMECOMING DAYHOMECOMING DAY
第18回ホームカミングデイ

近年、子どもの育つ環境が大きく変化し、保育・幼児教育の現場ではこれまで以上に感染
症に対する高い知識が必須となっており、感染症、病児、発達障がい児の支援に対応でき
る能力を持つ保育者へのニーズが急速に高まっています。現在までの医療に強い人材育
成の実績とともに、そうした社会的な要請に応えることができる学科であることをより明確
にするため、2025年4月に学科名称を子ども医療福祉学科から「医療保育学科」へ変更し
ました。同一法人内に川崎医科大学附属病院を持つ本学の強みを活かし、病児・障がい
児を含むすべての子どもに寄り添える「真に医療に強い保育者」を養成します。

電子カルテの普及や地域医療情報プラットフォームなど医療DXが加速する現在において、
医療ビッグデータから価値ある情報を導き出し、AI技術を活用して医療現場の課題解決
に貢献する「医療データサイエンティスト」の役割が重要となっています。そうした社会的な
ニーズに応える学科であることを明確にするため、2025年4月に医療情報学科から「医療
データサイエンス学科」に名称を変更するとともに、診療情報管理士や医療情報技師の資
格取得に加えて、様々な診療データを扱うための最先端のデータサイエンスを取り入れ、今
後ますます高度化する医療を支える専門職として活躍できる人材を育成します。

2026年4月、医療秘書学科は「医療コミュニケーション学科」として新たにスタートします。
本学科では、医療現場で必要な専門知識に加え、医療従事者・患者・地域をつなぐ高度な
コミュニケーション力とマネジメント力を身につけ、医療の効率化・最適化を担う総合職と
して活躍できる「チーム医療の要」となる人材を育成します。スキルを持った事務職員とし
て、また、組織をまとめるマネジメント総合職として、その役割りと可能性は広がっていきま
す。医療の最前線で活躍できる真のプロフェッショナルを輩出し、未来の医療を支えます。

2026年 秋学期入学（博士後期・博士課程） 
【2026年10月入学】

大学院入試のお知らせ
日程（予定）は、次のとおりです。なお、出願前には事前相談が必要となります。

＊詳細につきまして、2026年6月上旬にホームページにて公開予定です。

出願期間：2026年6月下旬　　試験日：2026年7月中旬

2027年 春学期入学（修士課程・博士後期課程共通）
【2027年4月入学】

〔１期〕 出願期間：2026年8月下旬　　試験日：2026年9月中旬
〔２期〕 出願期間：2027年2月上旬　　試験日：2026年2月中旬

新生4学科

詳しくは9ページへ！

10月18日(土) 19日(日)
会場：川崎医療福祉大学 厚生棟3階レストラン 「ミルキャン」

学園祭と同時開催

参加
無料

スターバックスコーヒー
1杯無料プレゼント
など、おもてなしも色々あります！

10:00～15:00 10:00～14:00




